
イ ン ド綿業と市場問題

一一 19世紀後半期のボンベイを中心に一一

はしがき

I 閣内市場形成と手紡織工業の再編

II 中国市場依存型蓄積の興開

は し が き

綿工業は産業資本主義段階の基軸産業であり，

主要綿業国の紡錘数は事後的には第1図のとおり

雁行的推移を示すものであった。 各国における発
展プロセスはこの牧歌的形容とは裏腹に相互聞の

激烈な競合関係， およびこれと密接不可分であっ

た植民地支配・収奪関係を介在させ， 諸国聞の相

互規定的かっ不均等な過程として現象したことは

よく知られている。

インドは雁行序列においてイギリスと日中の中

間に位置し， 一方で英布の最大市場とされながら

他方で中国綿糸市場での最大供給国であった史実

に象徴されるように， その資本蓄積はイギリスお

よび日中との聞の複雑な政治経済関係の下で進捗

しfこ（注 l〕。

本稿はこうしたインド綿業資本蓄積の特質を19

世紀後半期のボンベイを中心に市場面から再検討

しようとするものである。 ボンベイ綿業は市場面

からみた場合， 三つの明瞭な段階区分をもっ。 一

つは1880年頃までの内需中心型粗糸布生産段階，

一つは1904/5年頃までの輸入代替未完のままでの
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中国粗糸市場全面依存型段階， それ以降の内需綿

布生産への重点移行段階がそれである。

小論の前半では1880年頃までの段階においてボ
ンベイを中心とするインド紡織資本が自らの市場
問題をし 、 かに解決したか， 商品の命がけの飛躍，

この姿態転換を英糸英布の氾濫の下で展開した在

来手紡織工業の再編問題との関連に焦点を絞り論
究する（証2〕。 ボンベイ資本の市場問題との関連か

らするこの期の再編問題の検討は， なおきわめて

重要な課題として残されているからである。

後半では中国市場依存型蓄積形態が形成され，

発展し， 停滞化するまでのプロセスを分析する。

課題のもつ重要性にもかかわらず中国市場問題を
ボンベイ綿業資本蓄積との関連で詳細に検討しよ

うとする試みは， これまで等閑に付されてきたこ

とによる。

ボンベイは1870年代中葉に始まる金銀比価の続

落に支えられイギリスに代位して東洋の粗糸市場

に進出する。 他方， 内陸紡織会社の形成によりイ

ンド内陸市場からのボンベイ糸駆逐は急速に進展

し， ボンベイは細糸軽布の輸入代替未完のまま，

同じく欧米綿布流入により再編を余儀なくされた

東洋の手織工業が需要する膨大な粗糸市場へと大

転換を遂げた。 1880年代末には早くも華南市場の

横隆化による過剰生産恐慌に陥った。 1890年代に
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イ＞ドを英布の最大市場としご確

イ＞ドの膨大な紡織能力を英糸英市の

政策を通じて，は－）jで華北・華中市場の滞拓，他方でiまrl中綿

業資本の生成と輸入代替開始tこ｛半う市場οイ申一一 保す，＜く，

輸入代替t乙向かわしめ子，極力とれを東洋市桜に

ふり向けさせ，東洋の工業化牽制が同時に画策さ

れたととである。結果的にインドはランカシア綿

布の4割近くを吸収しつづけ，

ダンピンゾと過

ボンベイの出荷綿

糸のうち実に85%が中国市場に仕向けられたので

あった。以下の図表を参照しつつ本論に移りたい。
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（出所） Rφ・ort of The }v!.illowne，・s’Association
Bombay. Bombay （以下 BMOAReportと略

記〕の付録統計より作成。
〔j主） 中l司i土「ti：華キijJを含む。

剰綿糸の自家製織とを繰り返しつつ激しい他律的

な景気の浮沈をえがく。 1893年鎌貨自由鋳造禁止

により従来のたj中国輸出の支柱の一つがとり t土ず

され， 1895年の綿布相殺内国消費税導入は舎を布輸

入代詩とへの萌？をむしりとず》たコ 1899年金為替本

位制移行と中岡市場での日本糸との耐えがたい競

合から再度大恐慌にみまわれ，中国市場依存型蓄

積は完全に停滞イじする。スワデシ運動を決定的契

機として内需用綿布製織へと蓄積の盤点移行が開

始され，閣内手織工業との競合は新たな競争局面

を迎えるが，輸入代替の本格化は第1次大戦をま

たねばならなかった。

以上のヅロセスをいわゆる大不況期のイギリス

綿業との関連でみると，銀価下落により植民地的

低関税の強制にもかかわらずイギリスは東洋の組

糸市場でもはや完全に函際競争力を喪失していた

ため，！大英帝国の立場から寸るかぎり中両の組糸

1ri場がマンチ仁スターによ..，て供給されようとが

ンベイにより供給されようが実際のところあまり

縮過程でボンベイは操短と増産，
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〔出所〉 BMOA Report，巻末折込付表より作成。

ボンベイ島内の紡織能力の対前年比増加実数

(3カ年移動平均）

第2図
代末段階において早くもランカじアはボンベイ資

本の企業的成功とボンぺイ糸の中国への大量流入

が寧波，上海での工場設立計画を刺激し中国で

の輸入代替工業出現の「悪しき認候！を z藍慮して

いた：注4〕。1880年代に入札アジア的低賃金を基盤

とする日本綿業が形成され、対中国アヘン輸出が

インドシナでのようにフランスの

帝国特恵関税導入により英印の綿製品が放逐され

るといった宗主国聞の抗争が激化するに及んで

頭打ちとなり，

ランカシアは自らの利益を基軸とした帝国

内分業体制の維持に腐心する。具体的には，関税
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(tl:J円。 1887年は StatisticalBranchいf1 he Department 川 Finan仁eand Commerce, Sta川tiCLrlTaNcs for 
British India, 12th Issue, Calcuttaラ 1888,pp. 70-73. f也の年次は RHOAReport各年阪巻末折込付表上り

それぞれ作成。

（注〕 1887年は同年3月末，他は各年6月末現在値。

ヨ：； 2哀 去インドの綿製品輸出入 （単位： 100万 lb.JOO万ルピー〉

(5 カ年平均値）

（綿
守合

穀

店［

入輸 出！輸入！品目

額賃 l 額額！額

｜・ I 147.9 
27.3 ! 4.4 2.1 I 155.4 3.5 
29.6 ・ 19.5 8.7 I 174.6 c'i.1 
お.2 .S4.0 20.6 I 212.3 8.2 
35.8 129.1 49.8 I 256.6 9.9 
30.4 165.6 59.8 I 253.8 12.8 

1866/67～70/71 
71/72～75/76 
76/77～80/81 
81/82～85/86 
86/87～90/91 
91/92～95/96 

糸 綿 布

CUUfr) Watt, G., .tl Dictionaヴ ofthe Economic Products of India, Yo!. IV, London, 1890, pp. 170, 173 

等より作成。
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Ⅰ　国内市場形成と手紡織工業の再編
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（出所〕 吉岡昭彦fイギリス綿業資本と本位制論争」
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国内市場形成と手紡織工業の再編I 

19世配！？葉，ラL ＇！ ンアは、 )r';j期的恐慌．欧米と

いわゆる「三の競合激化，米棉への一極的依存，

大危機jを深めながら，原棉供中合多角化の一環と

して印棉開発を活発化させ，市場面では欧州およ

び合衆国を除くアメリカを両軸とする欧米市場中

Ci± 1) 女自Jp:Jの線菜IMJ係につL、亡；I吉岡昭殻「大

不況期のイギリス綿業資本とインド輸入関税の撤廃」

O'ii橋幸八fil：他編『市民tI.：合の経済治j竺』昭和47:1〕，

刷「 f ギり λ 部：： x：資本 1 ふ i主制論 ／i• _I （岡昭うu編
『近代革命の研究』下巻 1973）。

Ci七2) 19111晶l中葉南マヰ－，＇，地域の手紡織工業の

持者111につい ：i l f:i：沢宏＇ f-)L世紀英;1;,i釘マラー拠地方

の経済事情」（問『インド社会経済史研究』 昭和47年〕。

19肘紀後半の再編問題に論究したものとしてパプロブ

ヲ！；＇，池田 ~fr ，｝＇.『イン 1 ・プルジョイジーの汗；］；＼＇』

アジア経済研究所 昭策140年。 19枇紀末から20世紀前

半期を対象とした柳れ悠「インド在来織物業の科編成

とそ山諸形n，七戸 11),12J er fジア経前Ji1971年12)j '.T, 
72年2月号） ; Report of The Fact・Findi月g Com-

mittee (Handloom and Mills), Calcutta, 1942. それ

以降，；，時節仁 r いては（ドj鉢1七二 rノ : s手工業そとう
理解するか一一一工の生産組織・生；主関係・流通渋!ii，を

通じての検討一一」（『アジア経済』 1967年9月別，同

「インドのf工業問題 現地調fiに恥るケース・ス

タiィ一一一λ加藤長針dt.lffインド経済発展dぷl'.:J題

E』アジア経済研究所 1967年〉など。

(/I: 3 ) Co111 mercia! Rc/>orts by Her il!lajrst 1コケ
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の逆流・氾J監は臨海諸都r¥J力、ら内陸、

1 

心型から，東洋へとd1坊転換をはかり／）＇フ，典型

的な輸出：仁烹として飛躍的/Jtl主期を迎えてし、た。
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’］  :l.8(61ワム）， 1持；＇；9/(i](;':"1%人］8'1,1/:Jti

＇~糸；主在来手紡糸に代替できるほどの価格競；上司J長大山市場と主 hi二l0.9 (ri2で；，） －ご，1880/82 

この手紡糸より安｛1lliな争力をもたなか＂）たため，インドは．輸出可~i1,111;f{e，抵のうわ‘ 1860年311;:,. 80 

/.Jl干二f約絹糸；二対する広大な；？？在的内需が急速に

インド紡縞資本生成の市場条形戒さjしはじめた。

!::l本を｛；；めれば

このニ｝↓りιア1ま

いわゆゐ「j主iJ；現
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6Mf.43 % , so年55%にi主したわ

本の市場転換は東洋にとって，

年には実に，10%を吸収し，

十干はこうしご伝来土布工業の再耐過程の中で形成

ボレベイ資本は二れまで英糸との競合に

耐えごきi二膨大江子約糸業を大々的に駆逐する：／j

さ），l;'こヶとして結果したことは周知のとおりでふと， r

急、潮化する洋布の逆手誌は東洋諸国の広範な伝統

的在来手紡織工業を急激かっ徹底的た再編；二主き

象j

内九円苦情基盤を求めたのであぺfこ。111）に当[111,

ボシペイ綿業資本が1870年代後半から中国市場

へと全面的に傾斜した点、で、は異論はないものの，

rnso年L民まどのボン，.；：イ綿業の市場構成はそれほ

どWlらかではない，， f）まり，この時期を内需中心型

組糸布生産段附と規定することの正否が改めて検

討される必要があるといえる。丁・R・シャルマ，

綿糸布市場の形成とくに fン 1；・の場合，綿製品；こたj寸

る iインベストメントjの打わ切り、訂廷などの

こんfこ（／！2¥

この逆流に先行したこ11::1111場の崩壊・て寄縮とが，

Ii=!都市工業は歴史じ他にせの制作］とによってラ

ん
Tしカ、し‘をみないとされる凋落を強制された。

これに依拠するパア、 1ゴブ「フ J）見解に代表されるよ

、イ綿業資本の生成その七のを中国rfJ,Jミ〉

助に直結しようとする推論もみうけられるからで

レ、，，
ノ 1、一，

「オミレベイ紡縞連合会J(Bombay fllillow1町ぶ

Associ日tion.U. f I :fJj iili Jま7こは GMO.＼と略ぷ〕

がiわえした‘史料iこ主れl工，対中同情糸輸出開始

をボ：...二イ細業史上、最初日〉新i曽試ブームと，I,(,,

fこ1860年J二〉｝ミch>,:8‘中国内1867年度目毎間報告』

iよボン， .；：イ lパ机花7、ーム~：，i ±lPJi二つつく恐慌か九

ボンベ「綿糸が長門開港地ヘダンヒング輸出され

たポ突を報告してし、る（これは少なくとも嵐門に関

する｜浪；］インド綿糸輸入のl日J夕、をなすものであ，｝た〕

〔il:9、o t記の史料はいずれも具体的数値を明示し

主ラ

ある〔ii7 ¥, 

これに対応して東洋への洋糸輸出は，綿布

の逆流が本格化したがHO年後から急憎し、汗3・＇，逆

流綿布による再編が最も早くかっ広範であった f

ンドでは1840年16的万 lb.,50年21007]lb.の洋糸

合導入してし、たi]t4 ＼、 i出（） if二iむこiム 1857年100

産模規を急激に楼小｛ヒされぷが人む，部If]工業LJ:,

高度な伝統的手工技術と相対的に安和Iiで織布手間

のはぶける洋糸・高級加工糸を積極的；こ導入L,

労働生産性を高め，労働強化，生計費切りつめに

よる価格競争力の強化合はかり，新たな市場条件

に能動的な対応を開始した事実を看過すべきでは

t,, L、。

58年 1807]i；，初年三iOU£と:J,1,噌しLS‘

都市工業は原糸転換をはかりながら新たな市場条

件のもとで英布とのえ什〕日見係を深めていた。

)j £, 

内庁l.通過諸税の

運輸通｛d綱o・，与1熱的整備に｛lい，英才Ji

一方，植民地低関税の強要，

nhυ 社H川
知

1
市j
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（出所〕 「全インド」は Ellison,op. cit., pp. 318-319. 

（注） 1）会：インドのヱリゾンの推汀；こは原典資料，算出方法はい.•.さ i示されて l 、ない。 2) ,6～⑨は，企イン

ドの輸出①（布形態で輸出された綿糸をもたむ）がすべてボンベイ内内会社の製品？あるE仮定した場frの参考

値（筆者の推計〕。⑨は BMOAReport (1897〕付表のボンベイ島内工場棉花消費量より。⑦は（⑥×87.5%〕，

！めは（⑦ー⑦〉，⑨は（g・・・／／⑦として算出。

てはいないが『ボ、ンベイ市・島地誌』によれば， 1870

年までの輸出は微少であり， 1871年から日中向け

輸出の定着化が始まったをし世10，噌行• D ・ ；ー

タは1873年頃までの対中国綿糸輸出法数千桐を越

えず， 1873/74の輸出は2400方 lb.で綿糸生産総

額の5%に満たなかったど指摘十る（註11¥

それ以降の時期については，エリソンの推計

（第3表〉に示される工ろに輸出比率の急激な上

昇がみられ， 1870年後半のボンベイ綿業の新増設

ブームは明らかに銀価下落と中国．日本での手織

業再編に伴う粗糸市場の急激な拡大；こ支えムれた

発展であったことを示唆している。以上から，出

荷額の過半が内需に向けられてL、たとヤう意味

で， 1880年頃までの段階を内需中心型と規定して

誤りないであろう。

ボンベイチMを中心にまず手紡糸業の再編と紡譲

糸市場の形成からみると， 1880年頃においてもグ

タャラート，南マラ－!Jなどの豊かな棉産地布てで
は手紡業は手織工業とともに農業につぐ一大産業

であった。しかしボンベイおよびヂジャラートの

36 

？：要都111に相次u、で開設された紡績工場の出現仁

より，大々的な駆濯が開始され，在来手紡業はニ

つの方向に再編されつつあったc 一つは商品生産

どして円手紡糸業矧械の絶対的縮小であり，こ:t1

に伴ってカーベ吋ト，ローヅ，テント，帆布用の

極太番手分野へと時rト化されたこと位12：，一つれ

太番手極太番手をとわず手紡工の手取率の「飢餓

的水準一！への下落であった（住l:l＼中番手分野にお

いても，綿花飢健灯、降，大幅に改良された最新式

の短繊維原棉紡績用機械の導入，上質棉とされた

アメリカン・ダyレけ，＿＇レの積極的利用問［ .j＇，など iこ

よりインド紡績糸は品質・コスト面で改善をはか

、たため，部分的であれ英糸輸入代替げIlo 1をも果

たしつつ，ボンベイおよび内陸綿業資本は自らの

市場を着実に形成していったの

つぎに手織工業ゎ日1編と綿布市場につ1ィ、てみよ

う。当初，紡織兼業工場として形成されたインド

綿業資本は‘綿糸については手織部門と補完関係

にたつが，綿布市場では下級の土布部門にとって

弓ンカジアよりもなお恐るぺき新たな競争・再編
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圧力の出現を意味し？と。つまり婦業資本は原糸供

給により七イド鴻門の存立を支えた反面，その限界

部分をたえず淘汰するといった破嬢と再生のニ重

び）機能を果たしつつヲ前合と補＇TISの関係を深めて

いた。

以下，契れ土布， fンド J）場製綿布の3者聞

の激しい競争と淘汰が市場分割ノ＼と収放してゆく

過程を検討したい。

元来， インド人はその衣装の高尚優美さにおい

て，きわめて横細な雅趣をもっ民族である。サリ

ー，腰布， 今一パン，ショーyレなどの基本的衣料

は，いずれも織機から織りあげられた反物のまま

で直接，上衣として使用され，伺らの雄製加工も

施されなL、。したがって，高尚宮廷は絹，金・銀

糸，高級加工綿糸などを利用した混織，意匠織り，

耳・端織 i），ししゅう，さがこは反物の染九捺

染工程での精巧美妙さに求めさるをえない。気候

の温暖性からも細糸軽布が珍重される（註16〕。こう

した民需の特性は， ・)jで手工芸的雅趣を織りな

す産地手織工業の存立を支え，他方では色合，絵

柄の豊富なランカシアの色綿布，およびインドで

丸染め，捺染される高級未晒・晒綿布の膨大な流

入を招来した。ランカシアが比較優位をもっ上等

の加工綿布の輪入代－話、は，同じくインド；Wの低関

税におかれた日本，および中聞における中・下級

の生木綿の輸入代替の場合に比べて，はるかに困

難を伴うものであった。

インドの手織工業は比較的上等の織物を製織す

る町の専門織工カーストと分散した無数の中小村

落で下級土布を製織する雑役カーストなどに大別

される 2種類のt!:l.1t、手により泊まれてきた。

後者は，その貧しさゆえに高級土布，英布を購

入しえなし、一般の農民ラ勤労者大衆の普段着を製

織した。手紡糸あるいは紡績糸を原糸とするこう

インド綿殺と市場問題

した士布は機横製布の安物に比べ多少詰価でも丈

夫で持ちポ良νため，結局は安くつくという経済

計算から，人口の庇倒的部分を構成する彼らにと

って少なくとも1880年前後期におU、ても依然とし

て唯一の普段着であった世間。

ラン力ンア綿布は19世紀後半期において未晒綿

布60';0，晒綿布20%，色綿布20%と比較的安定し

た構成を保ちつつ，輸入量は増大を続けた（注18）。一

史料によれば1875/76年度の輸入綿布額1龍6500

万ノレピーのうち， 80%は上中階層の普段着用の上

等綿布とされ，勤労大衆にとって外国製品を普段

着とすることは少なくとも1880年頃までの段階に

おいてきわめてまれであったといわれる世19〕。

これに対し， 1880年前後期のインド工場製品は

「32番手までのミュール糸，および20番手までの

ウオーケー糸を紡出でき，ロング・クロス， T・

クロス， ドリノレ， ドメスティック，ジーンズおよ

びシーチングの製織も可能であるが，とれらより

も高級の綿糸布を収益をあげながらつまり成功裏

に紡織できる見込は周知のとおり問題外であって

企業化はすこふる疑問j杭 20）とされた。

衣服の因襲的様式への偏愛，カースト聞の衣料

上の微細な差異，これとは逆に衣料・着衣慣行の

洋風化・平準イ仁の進行が交錯する市場において，

在来手織製品市場を蚕食する形で展開された英

布，工場製布との3者間競合iま多様な地域間｛扇差

を示しながらも，基本衣料分野で相当明確な市場

分割を形成しつつあった。たとえじへJレガウム県

では， ｜豊かで暮し向きのよい人々は絹のふちと

りのついた変化にとみ精巧を誇る地元産の手織腰

布を愛用し，中間層はイギリス製およびボンベイ

の機械製織布を着用し，貧乏人は地元産の粗末な

土布を使用している」世21；と指摘され，同様にサ

リーについても上級階層の婦女は 1反10～12ノレビ

37 
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ーのサリー，中間層 5～6；レピー，下層 1.5～2 

fレピーと歴然たる階層間格差が明示的iニ報告され

た（注22）。このように消費の階層間分化に対応して

高級産地織物，英布・並産地織物・インド工場製

布それに農村土布との聞に相当明確な市場分割が

他の諸県の場合にもかなり一般的傾向LLて定着

しつつあったものと推測される。

2. 手織工擦の再編

在来手織部門の生産力面iでの最大の変化は原糸

転換に伴う労働生産性向上で、あった。この転換は

一方で小零細産業資本を生み出す契機を与え，他

方ではさまざまな系譜をもっ商人資本のもとへの

家内労働およびこうした小零細資本の包摂強化と

いう生産関係面での激変を伴いながら都市から農

村へと波及した。零細・小マニュの析出と平行し

て膨大な家内労働群および零細・小マニュの近代

的家内労働および近代的零細・小マニュへの転化

が広範に進展したのであった（由民経営規模拡大

は，最低必要資本量が相対的に高額で，手工芸的

な高級産地の線およじ絹織物の製織分野における

ほどより一般的な現象℃あり，賃織工の雇用もよ

り普遍的であった。また商人資本への包棋はボン

ベイ経由の輸入綿糸・生糸を原料とし広範な市場

を対象とするこうした産地工業におヤてより一般

的であった。これに対し農村織工および各産地で

下級土布を製織する織工たちについては，原糸転

換の進捗にもかかわらず親方織工の析出は微弱で

商人資本による問屋支配もてれほど－－－般的ではな

かった。とくに無数の中小村落に分散していた農

村織工の場合，スーラト，ブローチでは村の清掃

傭人として免税地保有を許されていた干ハーたち

が下級布製織に従業し，アつマダーノ〈ードでは，

動物の死体搬出などに従事したデードが広範に織

布を営み，カーティアーワーノレのデードたちも村

38 

の連絡係，案内人として免税地保有を許され土布

生産を営ん定。ベルガウムでは雑役賎民マハール

たちが村での維業のほか農業，日ii'.v、労働のかた

わら土布を製織した〔注加。彼らが半プロ的存在に

とどまったことは鉄道工夫，各種工場の下級労働

汗山一大給i原でかった事実かムも明らかである

( ／＇.＇＂＂＇。下層力ースト，賎民として身分的社会的差

別にも耐えねばならなかった彼らが小経営へと推

転する可能性はきわめて限定され亡いたとちえ「〉

れる。産地の専門織工に比べ手紡糸に依存する;t,:1J

合も高く，農民の供給する手紡糸を賃織りすると

い。た市場を経由しない生産に従事する比盤が高

かったこと，さらに彼らの単位時司当り付加filliifl'i

里；が産地の熟練織工に比べ相対的に低位であ v Iた

事実は問屋制支配の及ばなかった大きな要因であ

ったといえる。

産地，村の織工とを問わず．手織工業は英れイ

ンド工場製布，さらに産地土布相互間の競合が加

重され激しい分解と変動の過程にあった。農業生

産の豊凶による綿布需要および食糧価格の激変は

この分解を劇激し周期的に来襲した大飢僅はこれ

を暴力的におしすすめ世26），大規模な織工の地域

間移動を惹起した（注27）。鉄道は一方でボンベイか

らの原糸搬入コストを低下させたものの英布，ボ

ンベイ製綿布の搬入コストをも低下させ，他方．

農産品の搬出を刺激し，食穀の地場価格を騰貴さ

せ，織工家族の生計費をおしあげ，手織工業をお

しつぶす方向に作用した位制）。手織工業よりもな

お一層徹底的に輸入品の直撃をうけた金物工など

の手工業者，さらには農業労働者，村の雑役夫た

r，：土農業にJトぐこの一大産業部門に流入したため

円以，一般識工の生活労働条件の改善はこの方面

からも阻害された。賃織工それに小経営および商

人資本の外業部とされた近代的家内織工たちの生
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／百条件が明らかに悪化傾向をたどー》たことは地誌

にも明瞭に記録されてヤるところである位30）。手

織工業が広範に存続し，新生主えみられた原因と

して安価な紡績糸の大量供給に加え，代替的生業

機会をもたぬ膨大な織工たちが家族総出の労働強

化と生計費切りつめによって製織をつづける以外

に生存の道がなかったとし、うきわめて切迫した理

山によるものであった。

最後に小零細マニュが広範な形成を示しながら

も飛付導入に代表されるマニュ的改良・器機化が

著しく避延した理由について嘗及しておきたい。

上記のとおり推転の可能性を最も強く内在させて

いたとみられる産地工業の場合，実は最も手工芸

的であり精巧美織を唯一の存立条件とする分野で

［手織工業の最大の砦jであ，》た。その製織には

1～2名の助手織工を必要と L‘Jj織り・端織り，

ししゅうは織布と同時平行的に進められた。織物

の生地a::織る梓と複数ω補助好奇；，あたかも「大

きな編み針」（注31)のように経糸の聞を複雑にかい

くぐらせながら精巧美妙を織り出した。並のサリ

ー，腰布の場合でも，補助梓の使用を必要とする

若干の1r織り， ししゅう加工が子千通であった。
したがって，飛梓導入はジ γカー］ごなどの器械

と組み介わされないかぎり能率は改善されず，し

かもジャカードの導入tこはイ L ドにおいて最も一

般的であった地機pitloomから高機への移行がま

ず前提された。飛行導入は盤経作業などの補助労

働を増加させ家族内分業の枠を越えるものであ

り．零細マニュ経営の場合でも，飛仔導入による

経糸切断の多発といったマイ十ス要因；こ加え，基

本的には上記のとおり子工芸的な場合；王ど飛梓だ

けの導入のメリットは限られた。飛付，ジャカー

ド，高機の三位一体的革新は相当額の出資が必要

とされた。他方，平織り綿布など飛朽の単独導入

1 ;,, Ii綿糸！市場問題

が最も効果的であった並布製織の場合，都市，農

村を間わず、ランカシアとインドの工場製綿布と

の激しャ競争が，この分野での手織部門の存立そ

のものを妨げていた。ランカシア綿布の大盤流入

はそうした意味で下からの発展を抑制した大きな

原因であったことは指摘するまでもなかろう。

ついで，小工場への推転の避延についても基本

的には器械化の遅れと同様に，資力的にみて最も

可能性iこ富む階層が生産ロットの多種少量性と製

品の一手工芸的精巧を唯一の存立条件とする高級産

地部門であったことに求めたい。単に下からの推

転が微弱であったにとどまらず上からの織布専業

工場形成についても， 19世紀中には皆無に近かっ

た点に住3ましたい。すでにみたとおり，英布，土

布，；兼営仁場綿布が激しく競合し．市場を分割し

てヤた状況でほ土布および大工業製品とに対しそ

れほど明確な存立条件の上でし叶藍位性をもちえな

か＜，た中小工業の参入はきわめて制限されていた

とみたい。わが国との比較から安価な動力機の欠

如も原因の一斑として指摘されようが，この点，

インドで広範囲に設立された繰棉工場はいずれも

小型発動機を使用し，電動機に比ぺ動力のコスト

と均質性iこ問題が残されようが簡便な動力機が欠

如していたわけではなかった。

したが－，て， 20世紀初頭，国内の基本衣料分野

へと本格的に市場転換を開始したインド工場製品

との競合が新たな局面を迎えるに及んで，手織部

門は従来の手工技能と紡績糸導入に限定されてい

たマニュ的改良だけではもはやこの分野において

も存続しえず‘この競争圧力は飛行，ジャカード

などの労働手段面での，したがず）て‘より本来的

なマニェ的改良・器械導入を強制L. 労働生産性

のより本質的な改善を強要した。需要の平準化・

簡素化に加え，内国消費税適用除外などの政策要
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因が市場面から，器械化を刺激するなかでラ地機

から高機への移行が進展し，この生産力発展は零

細マニュから中小マニュへの推転，つまりより大

きな規模での両極分解の展開と相互規定的に進行

したものと理解したしバ注32¥

さてランカシアによる内需の膨大な綴奪はやは

りインドの上から， Tからの紡績工業の上 I）ー！討

の発展を抑制した基本的要因であ》たコ

ボンベイ島内会社は内陸の会社iこより国内相i糸

市場からι駆逐され．東洋の組糸）刊誌へと全面的
な市場転換を余儀なくされた。

(it_ 1）日lison,T, The Cotton Trade o{ Great 

Britain, (New imp.) London, Fr，川、 Ca品＆ Co., 

1968, pp. 59, 63, 64 ~ 1; 0 

(lU) 二J〕.ii主流過程について；土，j公芳一透「近tft；矢印

関係小論J（『ゾj，、主雑誌』 62編7む 19534'入中国につ

い ζlt，ドonιIf.D., Cotton Industry and Trade 

in China, Tientsin, Chihli Press, 19:,2, Vol. l, pp. 

24::l 246‘271-276. 

(ii :i）松井河上論文第四図（31ベーン）：てれ、

(ii 4) Ellis，刊に ο／’ cit., pp. 63-64. 

(!l: 5) Harnetty, P., Imperialism and Freι 

Tra.de: Lancashire and India in the mid－河ineteen-

th centuり’， Vancouver,Univ. of Bτitish Columbia 

Press, 1972, p. 13.ぞれ以後については沼21J参照。

(II ti ) 関税問題に〆）（、ては前掲吉i罰論文参照。な

.!; 1 ／トの i'JIはi位jf!/;_税に’jL、てはランカシア ）;:-,t印

的l111紛 ii¥fJ< 1）こし＇）尚tり；こf干し、1830～32'1＇今νつSelect

Committee、＇）.r.：要課題と IfI), ，七三えは1838flW. 

H. Sykes Ii去、 tりにも数か J 煩雑ナニ通過税調子一絞1

7こめl向人たちは ll(t'J .rJlまご！川、｝う・.＂、 .i1tl実j交努 t, J 

数料でn占負・） ;f. ,V.・ l !oondeekuree：：欠.，L' i '. ・ ::. 'li 

突を指摘 L，貿易に 1)'.~ ，な .iili 必Ni〕全！語ヘ i張 1

fこが，う／ ・/1ン7dl844'l主てI:1・,1＼汗を；c( I.吋ハ
Gandhi, M. P., The Indian Cotton Te：τtile Indus 

try; Its past, Present and Future，仁alcutta19:lO, 

p. 38. t, .l n: Sykes, 羽FII., Sptフ日ulRc・port on th,・ 

Statist紅ふり、 theFour Collectorates of Dukhu11 

under the British Gm,er11ment, 1内.18, pp. 3:06 

327. (i走者以ね：沢宏J（工；）｛古覧きゼ入、fどい7.〕c
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（［主 7) ン，ル、；11860;F一頃までみ最初期J、JJJ；託公

社に J _) L、て「日！什iiiIおJy充足、〉ために開設され允J) 

はなくむしろ 1j 1 !Js！と極東TJIお，－＇）海外市j拐に綿糸を供給

-/ ；二ごし土意図していfJ _c 4る（Sharma,T. R., Lo-

cation of Industri口 inIndia, 3rd Ed., l3omhay, 

Hind Kitabs, 1954, pp. 16 17；パブロフ 日iHts¥i: 

158 -159、〆 J,, 

(;Lis) Rcj1mt of the lndi山 J Ta，・iJI 1よりc1rd
〔Cotton]¥:rtil,・ lndustrv F,71qui1つ’）.Vol. II, B川111国 Y,

]<!27, Jl. 1:l.〔il卜， rrn・= rn0＂己）。
〔;l9) Rej>orts on Trιie ,it the T，γaty l'orts 
in China f什ythe year 1867, Tublished by川 ・d《，，.of 
the Inφector・Gener,llo{ Customs, Shanghai, 18村内，

Amoy p. 69.〔以ドこの海悶穀店主 TRと叶；－， ,;,' i、

年次わよぴ引泊開港地二ふとへ / ,-) ふえ，；－己 J), 

(I主10) The c;,nettecr of 1-l川 1／.川、＼＇ ('i/¥' .Z!ld 

Island, Vol. I, Bombay, 191)'-1、）＇. 1:¥:0 

(iU1) Mehta, S. D., The CottοnλJi/ls o/ In-

dia 18.54～1954, Bombay, The Textile A仰向、ialion,

1954, p. 47. 

（：主12) Campbell, J. M. (e【I). Guzcttel'I' of t !,,, 

Bombay Presidency （以下、 GBP三回目；；L'.I . ¥} llJ C 

県名，刊行年次のみを記「〕， Vol.IV, A.hmedahad, 

1879, p. 131; Vol. III, Kaira, Panch J1.1ahals, 1879, 

p. 75; Vol. II, Gujarat, Surat Broaeh, 1877, p.177. 

(1113) GBP, Vol. XXII, Dharwar, Savanur, 

1884, pp. 375-376; Walton, op. cit., pp. 141、14:,.

146 

（注14) 以前，欧州に輸出されていたダノレワール柿

花がrnso,rf" Miド頃には「多分半分以上がボンベイ工
匂でその純白さから混棉用にNUllされ，何1靭かつ日一較

的jて繊維であることかん30i'寺子まて.＇）太・ I¥-i番F走九五込

用；： t：ノベイで t土，L量に使用き j，て、、らJ(GI,P 

Dharwar, p.川I.）、ちj也-Ji，，－，優良干L:l三悼コムタ Hil'I. :i 

ナハ 1：土欧Iiiへ:i1,r .-1 2かポンヘ「 ili1rl：坊でliJ)!J' 

iiチ f!/,id., p. 365じよひ＇Walton,oj,. cit .. J〕 135.l. 

(:: lei') GBP, Vol. XX. Slwlapur, Aka!kot, 

18白4,p. 270: ¥' ol XVIII句 Pοona, 1向日5‘pp .168, 

197. 

じE16) こ ,'!_ I 二"-, ＇.、て ,i, ~1，坂静（（郎待『印伎俳

＂＇＇.』六日本来 15ri1押印会大1F7 '<1三治13草， jll): ， ~iflc ,1;' 

〉干『 11 印干（~llt 論』［ 1 本評論社 昭和6年。地誌資料v">

l土刀ゐに， ¥Vatson, J. F., The Textile 1',!anufartures 



and the Costumes of the I'eoρle of India, London, 

Wm. H. Allen & Co., 1867.など。

〔注17) GBG, Vol. II, Gujarat, Surat, Broach, 

1877, p. 178, pp. 440-441; Vol. VII, Baroda, 1883, 

p. 156; Vol. XX, Sholaρur, p. 270. 

(iU8) Watt, op. cit., p. 171. 

( 1119) i ,;G：こっ1、：IiBen巨allee,S. S.，“Letter 

to H. E. Lord Lyton, （』. M. S. I., Vicerory ancl 

( ~overnor General of India, expressing views agai・

nst the removal of the duties on the imports of 

foreign cotton goods and yarn into India, 1877. 4. 

Hi Bombay，＇’ N. S. Bengallee, L~ん οfs. s. neng・ 
allee, pp. 328-339.による。

（伎20) !hid., p. 333. 

Ct上21) GβP, Vol. XXI, Belgaum, 1844, p. 231. 

Ci七22) !hid., p. 232. 

(il:23) こ : Jillの以上の論点につし、ては．すでにノミ

プロ 7，柳川J(fなどに上る論究がなきれてわり，紙幅

!1r,午さない／こめ主ななWH奇iJi,1）み示せば， GBP,Ba・ 

rada, p. 15G; Belgaum, pp. 340, 345 ; Dharioar, 

p. 376; I'oona, pp. 185-186; Vol目 XVII,Ahmadna・ 

gar, 1884, p. 349 ; Vol. XIX, Sata，・a,1885, p. 222; 
Vol. XXIII, Bi.ia1切れ 1884,pp. 369-370 ; Vol. X VJ, 

N叫ん， 1883,pp. 161 162, 168. 

〔，i:24) GBP, Gujarat, Sui・at,Broaιh pp. 54, 

376, 385; Ahmedaba.d, p. 40; Vol. VIII, Kathia-

war, 1884, p. lfi7; Rdgaum, p. 193. 

(/125) G!U', .lhmeda/,ad, p. 80.ス ヲトではがj

f長］こ場労（動計の；過－・toがデー ハーであった（GBP,Vol. 

II, p. 178.）。

Ci主26) CBP, Belgaum, p. 347; Ahmedanagar, 

p. 348; Dharwar, p. 377; ¥Val ton羽九日ρ，cit.,P. 

152. 

（注27) GBP, Nasik, p. 167; Poona, pp. 185, 197. 

〔注28) GBP, Ahmedanagar, p. 348; Dha,war, 

p. 377. 

（注29) GRP, Nasik, p. 143; Ahmedanagar, p. 

349. 

（注30) CRP, Baroda, pp. 154-155; Satara, p, 

222; Nasik, pp. 168-169; Poona, p. 197. 

（注31) Eliot James, A. G. F., Indian lndustri・ 

es, London, 1880, p. 74. 

（注32) はしがき Ci七2）の柳沢論文以下を参照。

インド拘il業と市場問題

II 中国市場依存型蓄積の展開

1. 華南市場への進出と定着

第 l, 2次アヘン戦争による 5港， 11港の開港

および天津条約による5%関税の強制，子口半税

特権の獲得，さらに1872年にはこの子口半税制度

は中国商人が外国製品を販売する場合にも適用さ

れたことによって，幾重にも麗金税の対象とされ

た中国の棉花，手紡糸，土布よりも，ランカシア

およびこの特権に均需しえた英領インドの綿製1fb

の税負担の方が軽微となる「奇妙な現象」をもた

らし，英印綿製品はかなりの地域差はあれ，この

空費の節減により中国市場での価格競争力強化の

条件をまず獲得した（注I）。英米の綿織物が開港場

から内陸へ浸透するに応じて競争圧力は，小農民

経営の専業化と原糸転換を刺激した世2〕。

1868～72年の13港口の年間平均綿糸輸入量は

第4表各開港場別綿糸布輸入状況（1876～79)

（単位－綿布1000反，綿糸100万lb.)

シャーチング !T・ク l 、 ｜ 
' -- ドリノレ｜綿糸

未栖｜晒｜丸染・ロス
港口 ＼ ｜ ｜加工

牛荘 i 吋］~ 6 2叫 2吋
天津， 9561 :mi 20 538'1 332! o. 1 
芝架， 299; 18 14. 2481 581 0.9 
i英 ~1 I 1,110' 162 10: 4141 3401 o .4 

~波 I :~s61 33 1 2131 211 → 

度 門 I 341 30 4 541 61 3 .1 
i山頭 I 90i 133 5. 1241 251 6. 6 
広東 I nl 81! 41 491 41 4.8 

議開港許同吋1,04~1 M山 11，叫 16.4
〔出所） TR（『海関報告』）の次の年次より作成。 1876,
p. 15; 1877,p. 28; 1878, pp.(xxviii-xxix); 1879, 

pp. 24-25. 

（注〉 (1）綿布は1876～79年の4カ年平均，（2）綿糸は
1878, 79年の2カ年平均，（311876,77年の総計航
は，その他の港口を含む全港口数値の合計値，
1878, 79年の総計値は香港を含む外国から中国へ
直輸された純輸入総額。
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160万海関両で，ほぼ全量が華南3港口（慶F'l，。i1

頭，広東）に集中し，輸入総量の過半は都市手織

業産地をかかえる広東iこ吸収された｛什幻。 70年代

後半期では（第4表〉，同じく華南3港口への綿糸

輸入ω圧倒的集中と綿布輸入の微少に対し，綿布

の過半が仕向けられた東北（牛柱〉，黄河・推河流

域（天津・芝居持）、揚子江の上・中流域（漢口）の綿糸

輸入はこの段階ではまど微誌にとど主ってヤた。

棉産に恵まれず年々，上海，寧波などから大量

の中iI~婦を斡入 L，不足分を印棉で補完して L 、た

華南地方では，品質が在来手紡糸に頼似するイン

ド糸が1874年以降の金主:iu七価低落および生産コス

ト低卜により価格競争力を強化するにつれ子織工

たちは手紡糸からインド糸へとまず経糸から大々

的に転換しはじめたのであるc 新土｛Jlは来日両シャ

ーチング，それに土布の模造品とされ，土布・新

土布と激しく諸合したT・ ケロスなどの輸入｜町並

と代替さらには領内輸出を謂始した。

小山正明氏の克明な研究が示すように，在来手

織工業は洋布と新土布との内外の競争圧力tこより

原糸転換を迫られ，インド糸はランカシアが価格

面で吋抗できふかった'i,,:filliな原糸な供給しつJ 、，

原糸転換を東北，華北，揚子江流域，最後的には

上海手紡織産地へと順次おしひろめ，新土布生産

を全域的に波及させていった〔注4'cc 

こうした展望の下に位置づけられる華南へのイ

ンド糸浸透の立体的プロセスを屡門開港場をや！］に

再検討してみよう。直門の輸入は1867年頃から開

始し、1868年の間l号綿糸輸入は倍閉し〔注5），「どの

輸入（綿糸）の大部分は‘比較的低い値段で三〆斗 il 

ポー／レおよびボンベイより香港経由で輸入された

下等品であり，準かに高価な最上覧イギリス品上

りも好まれている」〔注6〕とされた。しかしながら，

1870年には対前年比四日μ告の 1万5000担が輸入さ

42 

れだもの内インド糸は太番手英糸と比べ品質上劣

り，加えてその年には，英糸が相対的に安価であ

っ之ため，インド糸はそれほど好まれていないと

報告された悦7)。1872年にも直門の綿糸需要はも

ペゴら16／礼会手とされたが，「供給はも，，:fらイ

ギリス製ウォーター・ツイスト」（注8）によるもの

であった。両者の価格差はこの段階では，まだ品

偏面での格差を埋めftわせるまでにはU、たらなか

った。

しかしボンベ fて、大量の新増設が開始された

1875年にいたると，事態は一変した。ボンベイ糸

川その低廉さからとれまで輸入されてきた印棉と

大幅に代脊しはじめ佐川 1877年には英糸ポ大量

に滞貨しているにもかかわらず， 「インド糸はそ

m訪績に著しい改者がみられ，この事実が相対的

な低廉さとあいまって，中国に対する重税負担に

もがかわらずこの人口問密で貧しい大国において

増々人気を博しつつ受容されてし、る原因であるJ

叫 10）とされた。 1878年には「ボンベイ糸はすンチ

ェスター糸を市場から急速に駆逐しつつある。イ

ンド糸は今では以前に比べさらに一段と住意深く

紡出されており， i'i/，質改ほとんどマンヂェスター

糸と比ベ遜色ないうえ，価格がそれより安いため

顧客にうけている。土地の人々は強靭な布地の製

械を望んでいるため，高級糸に対する需要lま非常

に限定されており，ボンベイ産の20番手が他のど

円綿糸よりも人々しη実需によく適合してL、るよう
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争スノレノ余裕ヲ得J注叫j三097年の本；邦5三本位指j採

用（ただしわが国の場合は平価の変動を伴わなかった）

土でにイ L ド糸の駆逐r196年棉花輸入関税撤廃な

どに支えられながら事実上完了してし、た。

この銀貨店由鋳造禁止によりラ(11中間j間の外貨

取引が金銀比価で激変する不安定な為替相場を介

1.1：させ，対中国貿易；まき；:t,めて投機的とたり（注あ＇，

(2）同年までは金銀上七倣の F落とともにls%dt史

上最低値〉まで惨落したのち， 99年の金為替本位

制までの間，金銀比価の下落が続くなかでfレピー

貨は逆に 1シリング4ペンスの線まで不断に「r人
為的な』 『高められた』自lfi{I直を賦与j(iはいされ，

(3) 99年金為替本位制移行にともないルビー貨は

内在的価値から大さく泰離した比率（ lJ.1二 Is4 d) 

で平価が固定された（第3図参照〕。

中国市場におけるインド糸の場台，／＇）苓激変と

l吋建価格の上昇により商人筋の賢い控えと末端消

費の減退傾向が予想された反面，会：銀比｛dliの激誌

により輸入綿布の市価もi司時に土外し，三れが吃

布の一層の粗悪化とともに土布の相対的競争力を

強める結果とな〆切た。 1890年代に→貫Lてみられ

た中国棉花の対日輸出増に伴う棉価騰貴は，イン

ド糸と中国棉との代替を刺激した／注37）。さらに、

各開港場でのさまざまな偶然的要素が絡んで実際

はかなり多様な動向を示した。

しかし輸出量全体での93,94年の落ちこみはや

はり第5凶のとおり不可避であった。そして，こ

の期の注目すべき変化は92年からの輪出減少に伴

う過剰綿糸処理が「操短」によってで日なく積物

的な自家織布化にュiとめられたことである。中国市

場における綿糸値くずれが自家織布化を刺激する

-Jj，中IHl市場での日本糸との競｛t開始が，従来日〉

操短効果を一層不安定にしたからであったく注船。

1887/88i1三から1895／%年にかけ糾1布生産量はpq
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',t;JJ近い用力日を記録し，これを契機に本絡的な英和

輸入代替が期待されたにもかかわらf,95年1月

；ニは21嵩子以上（T)綿系に5%関＆およびこれと1,,1

率の内閣消費税がインド糸に適用されたため，中

・細糸を原糸とする自家織布コストを高め，まえ

96年2月，この綿糸両税の撤廃と同時に導入され

た綿布消費税（3.5%の関税と同率7によって，織布

部門の拡大は再度おしとどめられる結果となった

1岬〉。二の織布消費税は，中国粗糸市場依存型蓄

市がゆきづまり傾向を強めていた矢先の導入であ

り，綿糸の場合とはことなり税の対象となる国内

消費比率が，たとえばボンベイの場合， 7割以上

に達していた。間率の関税障壁が存在したとはい

え‘英れ土布との激しい競争がら税負担を存易

に価格に転嫁しえず，実質負担の増加はまぬかれ

なかった。そ;ltは綿布1lb当り己.5〆イlこも相当

する惜40）とされ，経営代行手数料なみの高負担で

わった。内国税は英布輸入代替を極力阻止しイ

ンドの紡織能力をもっぱら東洋市場に針づけする

作用をもつものであり孟れ以降，輸入代替はく二ろ

した重圧のもとでおし進めざるをえなかったG

加えて1896年後半から97年前半にかかるモンス

ーンの不調とJi''1≫耐をきわめたベストtこより綿布内

需がおちこみ，織機増設は完全に挫折した（第2

[¥Z］参照〕。他方，華中，華北市場の拡張に（半い中国

市場が再びもちなおし，輸出は記録的増加を開始

したため，この面からも英布代替は再度‘遅延す

る結果となった。

ゴモイシ l了での犠牲者数約100)J人とさ九たベス

ト禍と労働力逃散の禍中で紡連は次の決議をもっ

て生産を強行した。

11）「各会社t士残余の職工を以て出来る限り機械

の運転を休止せざること」，（2）「仮令職工にして

其月半にぬて貸企の前（告を申し出て又は其稼高の
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（注〕 ；｛り午移動平均値 (1877年のみlji.耳石i)ι

全賃銀を請求することあるも其職工の受取るべき

賃金の半分以上を給せさること」 (i]jl)等の盟約を

もって輸出の記録的増加を実現したのであった3

しかしこの結果，中国市場i土舟び荷がさみから

商況は悪化し中国商人たちは紡連に対しf長短勧；＼♂

を打電したc 紡速は i非常に慎草な熟I•きりののち

I現況が操短実施を妨げているc'Nftcによる内池山

要の改芦か綿糸輸出の削減を示峻してL、る」、ii,12、

とペスト・労働力逃散のj街中でL;t己r，ヨ答を打電し

た。結果的には，同年4乃から97年 3月主でのボ

ンベイの輸出綿糸量はこれまでの最高値1.8億lb

を記録したc

3. 中国市場依存型蓄積のゆきづまり

1895年のH清戦争を画期と L亡者1；＝；凶J）と.n'J 

日本の対中国輸出が著増するーか司下関条約で実

現をみた外資進出によ I)1897年現在、ヰ＇［司の操業

紡錘数は，中国資本24万（土仰は］47)），外資 lti7;

（全最が上海） ,iHO万鍾にi主L, 「嵐山よろな突iiL

「二に＼：L・' ,11w.::,JH±' 

が fL ド糸の華中・華北市場への喉｝じ， ヒ海山i[ll,

tニひしめL、た（ill.いし 1::J l:[J中川i敬しいft!li十待花.1[+:J当1

6 I司にみるとおりで＆）るυ

1898年 9)j、古i巷♂）糸商た九i土再l't，紡連に吋

し燥短勧告を打電したが，拍i主は 「ド｜玉！：；＿；上υ、ll
；ィ1,:n柿清会社がぬたii二1111rJIせぬ｜及川、当柿連委1-4

:f?i士会員に対L,MJ行 4る計Jにはゆかないー行、

返返した LiJ-H、。 Mill広州年l) Jにlよりル力川 ＇.Jci) 

仏m,-rcyCot ton Co.の経営代行人九I巳ssrs.Robin・ 

son, :¥Iorrison & （、0.カ‘ら紡連に対し，ボ：，.rC: ./ 

と力＇c・t；ソケ tパ週三 H休業山連合操短を打診して

きた。これに社してもLji[.ljおよび日本山会社が7

/c,操業の最Lji；ニ「／ド単独の操短はただ生産コ ζ

ト士市irわ極東での琉争i二おし、て、ポ Lベイとカ fし

勺ソケ全不干l]i，二十，：：，だけでJりると山千IJ断から中 L

山乞tli,1,~ L t二1Jlb O 

しかし、 1899年にL、とり，企準備本位移h，内＇bt

C') ，－，ストヲ r1JL段心、JJ日重され，制連はっし、；ニ同年lJ 

J-J, r,ij iこ .－） .-1カn間週；tI=:! {.{, 

ふ大1j11;¥江決議にjflいこまれた（ こし叶丸i}i＼：：二It;¥

して，史上はじめてポ：，..二イ紡速か「〉「神戸守ケ

自主Jを通じ ,I）が［司，.＇）紡連に対し国際撮短力 rレチ

,, cl )[/J品がtcさjLtこことはとく i二；主Hi二1UJ：守る。

綿糸輸入代替を完了し L糾｛Jif二＇.＂，、ても輸人 if<1{

が：川主匂J＇ていた）、中国市場進出を本格化した H

本側紡連川賞lei］はもちんん得られなか〉た.,・ l「；＇

i五｜λ］操短lカルテ／しと！輸出力 7レ斗，，をくみ（；－わせた

が「下， Ii 本 iJ 華北、事中 1\llb；；•，急辿 i乙進出し早く

i, 1K9前年II年），＼で中｜社説i＇，糸輸入総！立 v・ 1]()1＼，をi'iめ

たからである、

ニ与した市場条件を背景じ1899ij，ホ／ . ; 1と

は相対的に過剰な＇ 1＇.産能力の調節が経営力の劣弱

な会社：の操業短縮主たは停止といら形態でな L/ 

寸し的にj並行し／ニc 1900年上半期山111IY~rli J坊で山
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第6図 上、海市場における日ドJJの綿糸価格競争
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(Ill所〉『大日本綿糸紡績同業聯合会報告』各月号
lこ記載されてし、ろ中興作行報；上海約糸商／.Ii'.I よ
り作成。

綿糸滞貨は18万俵とされ， r・今仮りに全力を挙

げてti1J行くものとすれど今後f,'{jI王監じ四つりを維

持するに足主主の{I：荷J(IL lめの·~；庄のふとで1;-;J年ぷ

月には「平時操業J25社（76万40附錐， 9500台），

｜操業短縮」二5社（90万6000錘，8500合〕，「全面調鎖j

:13社（86万1000銭，，1000台） (/l:49) ；.＿：＿達しボL.＜＿イは

史上最大の危機に迫い込まれたのであった。

ところでがンベイの過剰j生産はしばしば生産両

子数料に依拠する経営代行制度にその主たる原山

がもとめられてきた。筆者は代行制度の本質を産

業利潤の：先取り保証と理解する立場からこの見解

に疑問をもJメ注50¥

過剰生産l土［内J也ハ契糸英布ノJl-c.tiflliJニ委y更ヱ

国外ニ於テ衡ヲ争フJ梢民地的市場構造に求めら

れるべきであろうぐ、ボンベイは当初．香港，上海

を過剰在庫で氾濫させ，中国および日本の幼稚紡

績工業を圧殺するか少なくとも日本の対中間輸出

さ極力牽制しようとした、しかし，日本法内情をt王
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ぼ掌握した上で強力な操短と輸出カルテルのFに

巧妙也対中＼1IJ輸出を開始した／にめイレド側の対応

としては各開港場をインド糸ご充満させる以外い

手はなかった。中間商人側からの再三にわたる撤

短勧告を黙殺したのもそうした経済的配慮の結果

であソた。二うした植民地的市場構造の体質の i'

とでは，操短による価格維持策はそもそも論理的

妥当性を欠き，紡連加盟会社の不臆行とU、うかた

ちで歴史的にもその非妥当性が証明され，ついに

過剰資本の整理という形態で需給バランスの均衡

が暴力的に維持されざるをえなかったといえる。

1898年度の紡連年次総会でG・コソトン iまそし＇）

会長報告の中で「もはや結構なもうけの時代」が過

ぎ去ったこと， 99年の間報告でも「従来の非常な

iまろれうじは二度と再び期待できま＇＇ Jとし，労

使双方側の経営合理化近代化を促進し能率改善と

コスト・ダウンによる中国市場の死守，操短によ

る棉f1lliと来i,tliの制整とャった従来からの主張を料l

，）返した（什己）lo たがらく紡連に君臨した氏が一員

して従来の蓄積ノξターンの枠内での生き残る方策

を主扶したのにみjし，綿布内lJcl消費税導入以降，

訪連内部において中国向ヴの紡績tこ特化していた

英人資本家ク守ループ。との利害関係の魁断を一段と

深め正いた民族系資本家たちは蓄積ノえ〉ターンその

i、のの変更．つま IJランカシア綿製品の輸入代脊

化の方向を前面におし出すとともに綿布消費税の

重圧が強まるなかで，二の税法に対する痛烈な批

i'ljを開始しはじめた。

99年紡連総会でコットンにつャで所見を述べた

ノξーノレシーの最大企業集団で、あった Petitク勺レー

ダの｜壬頭B.D. Petitは「綿業家に残された唯一

の道は目下ランカシアにより供給されている織物

を自給することにより綿業を維持すべく細番手紡

出と上級綿布製織以外tこないJ注52）旨を強調した。
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対中国frijけ輪出が数景的｛こιまf二、収益面から
もゆき－ ；まりをノドす過程で細糸軽布への移行が部

均的iこではあれほのみえはじめ， I900{fには｜多：

の紡縞業家は大幅にj；紋番手；こ移行し噌エジマト

および：う！ミ梢の輸入用をもた t－，したJ'/1.＂，：れとされたえ

紡結部門とI上｝tfliJi'f''.li二！織布部門Jよなかたカ，ff，川

でとりわけ；吉11r=を説らした.bll工むにつ、高純づ誌でふ

むどりした綿布に対しては時守ゐ通／よりの注丈がf寄

せられた。綿布の仕上げおよび染色加工刀、:tす玄

す注意を引きはじめ，我々の識布工業にと、てオI,

常に価値ある補完部!3ljj(i'.Sllになろ勺とし口、fこっ

1901年には「ボンベイの織布工業；ま満足すべさ

状態をつづけており染色および仕上げ，＼ll門の前進

がみられる。.＋－：栖の手織り綿布にかわ rぺて多様tr

色，柄の織物iこより多くの織械が投入され，織布

工業i土・大躍進j(/1λ＇，iを迎えはじめたC 己］以かじ

'.-lO＇までの綿糸生産量 aI900年度（げこし」；J！ぃ， d

翌2jjまでのll力）1!Hl (!>j;,'1‘以下の午度も阿波jの 5110

7i lbから1901年 65却， 1902{f 7GOOへsosらも（il

m産がみられ，：n＂～40＇でも 980万lb, 1150, 
11:10とわずかながら清彦をみた（i'cSI', ¥ 

G・コ、ソトンの劇的な引退のあとをうけ，紡連

会長となった先の B.D. Petit は1902年の会長報

告で次のように力説しfごυ「印棉に上る 30sの経

糸と 36~ から 40刊の緯糸の生産；こ我守の力を投

入するなら，現存の事業に健全か4コ利益ある刺激

を与えることが出来るであろうと私は確信してペ〉

まなし、。この細番手紡出fj:.，，，，ころして生産され

た紡絹糸が内需向けの細番手使用綿布の製識に多

大の利益でも－）て手I］泊されることによ J ' て我々引

綿製品を外国の消費，fこ依存せさるをえない運命卓也

ら解放し，我々を独、之させ，我々を内需充足によ

り好都合な立場にたたせるであろう ii /: 57；と。

内需用綿布製織主溝型の努積：形態J、σJ干名行は周

イ／ rnii：片 illj勢問題

知のどおり 1904/05のスワデシ運動を転換点とす

るものではあったが，昨日糸軽布生産：への移行開始

はこれにより主く突然かっ偶然に発現したもので

はない。上記のとおり移行への内在的必然性は世

紀の変わり日を境に一段と強化されてL、た。とは

．火、ボL，ミ ｛c＇）~rp ［斗輸出は 1910年代末まーで 1-t1

凶山輸ノ人綿糸総長の 7；討を占め－_) ／）け，ボンペイ

綿糸））輸出依1字比率も第 1次大戦終了時頃まで依

然と！ご8::i＇；｛，前後の高率を維持した。英布輸入代

梓の前進も帯 1次大戦をまたればJならなかぺたこ

とは次の綿布供給構日比比 Cd:::{ ，ド＇1C)変化に示さ

れるとおりーでふる lJR96/97～98./99可「lJM,t品布19%, 

「｜寸l」：no；，、戸斡入祈オij仰のぷ l911i/17～JRl]9"f二には

それぞれ：m0o，コ1~（）・ 41＇.＇。， 19:,6.<37～1938／均年，的

''o. El'l,;, 12~,;) ，主＇＞8'c, 

L ドの綿糸輸出が綿糸輸入を凌駕しえたのは

1880年代のことであ，＿，たにもかかわらず，工場綿

布と士布の合計量が輸入綿布を超過し，工場綿布

が七；市：Ei史民しえたのはし、ずれも第 l次大戦前後

山ことであり噌綿布輸出が輸入を超過したのが第

三次大戦開始時μであった事実i土、 インド綿業の

特質をよく示しているといえるであろう。
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F .. i:,-/rnnge of lう・od11,ts.1873, 13 ¥'ol. :Shanghai: ' 

〔，I 4) l火淳、刊行イjJ,'J流人；: i＇，こう『1,1五！＂ff心撚よ主i,'_1 j斗

容がこ d －－，，て:J小UJuii_i-J「消末中！!iiにおけ 4外l°E;綿製品

川流入」（近代中医1/iTt究妥員会制『近代中｜玉i研泥 沼日

新』東寸大学lbサJι 1960 :1）；：れう C I ＜岬（）ベー~ C 

〔［i5〕 TR18/i品、 Amoy,p. 71. 

49 



1975090052.TIF

〔注6）小111 :iii渇，：； :1:iベ←斗。

(It 7〕 TR1870, Amoy, p. fi 

(ii：自） :t守R 1872, Am可， p. JTi. 

Ci左lJ) TR 1875, /¥moy, p. :2·!'.~. 

(iUO) TR 7877, Am円y, p. 18:'l; Commrrcia/ 

Rep川 ・tsby JJcr ;1/aj.ι’stη～Con日ifsin China, 
I自77,Foreign Office, London, Amoy pp. 1 -2. ( Ll F 

1,,]fl' 品目を CRt現行；己 l., ,1;1:, •51 IJJ ; /:, n見Nill!!1：ζ＂己
n 
（注11) TR 1878、Amoy,p. 237. 

(,112) TR 1883, T》artlI. Swat ow, p. :-ll-1. 

(Ill乃） China、Imrヲeγial九T剖 itir】1eCust廿ms,J)ι ’ 
正・cn11ialRepοy‘刊nth《， Trade,,VaPig,1tio11, lndu 

stri円， etc.,，ゲth,,Port oρ・en to Foreign ( 'mmni'r<"P-

in China and Co，γ仏 andοflth,・ ｛＂｛げ，ditiοnand 
dcvdojmrent of the Tr，どaty’PortPrm•inres; IS自2～

1891, Shanghai, 1893, p. 5-19. ( I、1, ）・，本 η：，，だそ
Decennial Rrp川おとF書記1之、；｝

( ii 14) CR 1879奄 Chefoo,p. 3:3 

（｝工15) CR 1883, Part III, Chef刊の， p. 190 

Ol:16) Ellison, op.正・it.,p. 320 

（注17) fl,c'l'f常松H出「河j"r納Fi'投手lj以来事r】！JW・;<,c，＇了」

（『渋沢栄 ・｛；－；、，；t.:'ettll ~1r 1-1色 町i相！i:H司ー〕 298・、 ン、

（以下『fl,ll'f様；＇？；］ L iA行ミ己）

(1主18〕 ボノへイ i苛仁界／ヲ「［申1(；・ J ，トン：守 J ) L、

てi:t,GreaveぉCotton＆仁o.,A Century・ofI'rog-

fど日， Bombay,Greaves Cotton ＆（、0. Ltd.、1959 に

洋 It ・" '・, i、ゆる：；ング卒別発小7でそ w；ても之、不，if.'Ir:'5 i', 
行子数料湾人 EJずのf,C,迭に J パ。，・：：.内LII Hi p;,; 207ヘ

ー一 ／。

(i'll9) CR I883, Paγt TIT, Chcfoo‘P 190 

tU：サソス ン －1j¥uタ ター荷；，勺ど i勺人n191u・

t己末lご：l,I河止：・t;HZ!::1＇・昨日；糸！［；，JIn・Bア宇j トn 「t'

糸プド ゾy ；も 1コゲヤ人ご’fければノ、 /[• fノ て

あ η，../ Jし J ごろごJ！日、彼；1ニザ γ人ご下之、i

とまでし、1)!l 7’CI・heIndian Tιrtile Jm口・nal,lク02,

Aug., Bombay, p. :l19. Hド， j,ij沖，，，＇ t;・ JTJ L ffi九，it'

L，発行；yJ] ｝）み記へ）｛

〔注20) F佐野報告』：:i17ベーン。

（注21) 1的 1年5）］現存二‘ 神戸市勾・＂ Jf!,_: I三，lf：イ

ンi糸のll¥7,!riztt数；t約9ο社で， ,r.: < 1 !,;;f句会計数

ti名ii，／，え， ,1,Jノ，－／.. ・ r:c_. L J二ノヘイ .i,JJ. ＇！十 J 》仁•ii.,, Ii:{ 

ラ。

111 J~；に／ IIih i ：し ・1 ことを刀、峻 Lごいら l『柿 jj"紡私 lj

1長」治25,J, fl Jご「孟n1ri糸相Iお ・uk」 t＇）。な J.: 

.; ) 1,,; ti.I . .－）刈A:,t Pi：む祢i変更 I, .> , , i: >>tr(; I ,: , 

そし 11n1型j抱l1; I. a: (I: i t. c 七l「1i'' ll'i ltJい： J l、＇＇.、 Jlレ

『柿i',Njs,,i 1代』法 1サ（日qd打22;[ S fj）～ 1iコr>¥) C 1'1J 

ifr24 ;I 6日）， u{)j紙JJiぜJ:fl 1 IJ ( lllj治24::7リ）～

九＼14 ff ( IJ.lj ,';25 ;4ニHlj), 「｛二日本相！《Fりが（11i］来J;,)：，；三
十i{''; 』治 18 ( Iii］日.－25::.CJ ,j）～＼＇ l 11 ', J ( IIJj ;{, :l,j「1:12

: i) ＇・、 1H 1. }1j tiiミ［j(::°'. Iり：，；,J.,,・

( ;1.2'..') ,! , (cl 九，11:11:1毛／レト I,j1j1j併；JJ二11 ノ1上防

！アプーめ． t：れi'J:JCf j也〆l（（別J円筒状況三九開港地，，
汀1'1＇、hl：／.：，「／ぅ、、すリl(iI〆：ごと J;t・ ｝力＝［、｜ てL、.，，

:Xド . ,;jl,',:i'•)IJ 中i:i↑と怜リU］（，：，：ぺ ＇： ：；、海間以f¥Y

111,,I ' 11 / J、111lて＇＇＞ 7 j世_l:,'./i:・.・・ ,: •,' 

〆I：・ 材、，I : ~准担jいて、弓 f,J、iiI j¥1J H.¥ ,1¥ 31ぺ－ C ）ρ 

( ,12:-l) .1nnual Se円es;Diplomati,・ & Consular 

Reports on Trad!' a11d Finan，ム F，ο山 how1891, 
Foreign oi百ce,L円九do口司 p.3. 持1t11 J也，JIJ：・；ナ甘！｝で刊

行て jl' Cヌつ＇・・行： CR(ASl土町J己。 TR,CR,CR

ぃlS): ; , r !I ；司f;Y t If:;. ＇在九オ ＇） ＞ナ •l :C・ 利用

( d ~.!) CRし.：＼，可iλ＇ingpo1θ92‘p. 4 
( -12.5) D,'r何日1i,rl Re pnrts (1882～91:, p. 320 

〔：，l2fil !hid., p. DJ 132; CR (AS) I!ankm＜＇‘ 

1890. p. 12 ; Ibid. 189 I, p. 11. 

e,1・27J Decennial R.,,ports (1882～91), p. 175. 

iii2R) CR心＼S)Clumgk’ing 1891, p. 9; !!>id.‘ 

1892, p. 7、lll.

(;L29) （斐f.lff:'; lと，；－ドヲ｝払 ／ナ （＇，'i人（；．

ン；It,';: t,iに lJし 1・ '.Ii: f,ii1Tノ市￥;iヲ-Vi支持一i1市寸下裕一七

／ムパつI1, ":-ff I ;, 〕 （「l拘fd)]t-/j)J対』：,g8 ,_; 27へ
／）戸 J ご．ヂ＇ •i吐 i, I: ，土＼柄引Ii抑；111h ：主 •lj:' l, 

'' ！，・ ’、、・；・ !, ＇たこ＇ It ,l':i:F、i'tiミ！、円

し士30') f¥fehtci, 1• ／下 cit., p. 5ο 

(lc:ll) 「仏野望U;-J:ir折、ーン戸l

( /J :l'.(l Cl《(jlS: Swatow 1893, p. Ii 

( ,1:ti, 11ソ1900Jan., p. 92; 1901 .!1111に Iヲ2:,6. 

( 11:14) ↑C,J i.. ,', ¥' 1・:, f芝川Y：事・I，守i1:il ;j－：、十：1¥0＼ミ初；1:t',

H＇震わ J：主総肘 ドlj, ,:;2:1 自2へーノ ' 

〔il.35) ITH. 1927 Vol. II, p. 22 

(,Ll6J ，＇，岡 ll{il与「イ I ！人示店主白半 i：ホ付先IJj布守‘」

〔，1:17) , ＇二 ＇i，犬「トtl寸J 」~j : 主iJJ¥till C通川反i

d丘州1> 1.t甘い，；it 18941j.l:J,！＇年二モ IJ;I_ 95'1ートて：工月JVi¥ （アロ



1975090053.TIF

ダ）倒的！，＿ iを：＇！，， 仏！民！ / 0'.',1:'(J ft'r'i科，ti):Ii' I＇本 i,-,

，＇／：手J;t{it什kii, ね1'lf』9:1, 94 1ソ /: I , 'I ヰ1ッうfci110 ;, re.& 
.- ( ,7 , ，・ ！ 1バム仁上 z,),, 

(ii日付） 「1911十t：十ノ70:; iに、 出（）：ト 11；＿句 セJ.(!I, ,<,', /,, / '!;' 

λ ，［（！，品 it: II¥ it r、J • -.c i, J'~ ¥1i Iこ似／： ← 力li:: -t-: /: ／う、

Ii ・1' 1, ,; ' 音量！fl!if] I；（ヲ1.w1c11.－＇，効 ＇.；： ',_ ![: l • ' < I i 

/ n J喉l:1iiiイ／ ! ,, ! 1長中！：てJ，，＿、こ ｜｛、十 ,1,1q叶：1：ミ flj

すぐ＇ j: 'J-であ ζt-s'• 

I_ 1月｝二／： f, i i l'¥: ¥11_,: J. 7'., t Pi /jljλ主（土／＇.，＇?jcご二 、二 'j'.lj品！，

I t＿一＿I(!Tl1, VoL TI, p.17）。

(i_t:-l9) 悶従 i 内 1•i］泊代料、て，いて；二 1liJW1-.'fr,,1論文

J川王か『すごII:J，ミ約糸j,/jt:°/11]-'Jkll時（7：：、刊＇;i J CJ lトi;I新？守

：、十H子i.Jlと同行，；l'.)ぃ必明13'.l 4今、 '-', 29 i; 8 リ＼ 

-;, :io,; 9 10ベー〉、 411;11べ , ' d:lり6 8 

ベーキヲ 47,; 5ベ シ4ご｛下 t＼、。

(il40) flAfOA Repοrt for the Y山tr18舟7,p 

自0

(it.41〕 『i抑（， ;~w !';.L ssり 6ベ > L二よ：Iv:, ! 1ナ

11Jlif1:ioir 2 JI 1111 i jυ，，f ＞へ： if,:>'t nそ：f＇；：、内
Ut42) RM011 Ref，οrt fρr the :,•rar 1897, p 

12. 

〔1),13) 厳中司＇ 18:l, 198〆＼ーン c

( /141) ITJ 1898 SンjJ｛＿‘p.303. 

(ilA5) IT.I 1899 AJ，人 PP-197 198. 

(i七46) 車、ff／仁／ノL、ィピ n’J1899 Oct,, P-l L上
「；、『I柿 f子会報f'd む；~91 号 21ベージ。

（注47) 『i防fr会報；守』：l'¥86一月 2ベーシ，「神戸ワマ

[([j f：へl"I符jに「休日間｝jl！に付者ご：t孟口約五’＇iIf.ll¥ {? ：ご

~，＿.代表 1 てタタ f:'q::,J IJDR,:;, ！♂来り ＿f-_(; i, ＇けれ J；， λl l 

て臨H寺話そ会♂J結¥l'4 の主11 く Hlifi 会へ 1,-17~ 止 11 JとI.( 

llf］治32,1-11 月刊行付－~ I IJ I＇うえず J景色iブヲ.fl；＇；－！；調 ft,'.'

めJOれわ調交日か選挙 Lt.ご＼'1八！可作！ていト。 Iirn乙

;; nゐ約校-'!it制約更.Ln ;t，高p,-"t!,t軍部 昭和5"I 48 
べ一戸に I，同校山員百行方、述ヘムれてい；：） η

rn4s) 『！稀（.it宇託子川河¥911」 22-< 乙

0!'19) l,,J I 1,:96 ¥; 2ti 27ベン「

( /)50) イノ r'i'fヰぷfl'/＇〕Jilノ）： ＇）行口； tれこ：，；；；代行：Pi

m: －＂ン 1 ゾハ 制度治相11-lill完11'0,:w桝Ii約機能主l'.:: 
，＿て！、アて点に払；Uが，前月：！？丸山険会に代行語i]I芝，，，,j;: 

貨を産業干ljlf','Jの先取り保証にある】J 、仮説手提起l

介。つ J') ヰJ＇史上の支配（1';HJぞl''1C j, ), /, i亡If人アニ

ムは拘1：業会引以外に;x；三計約羽lif.t , t 11 /Ur持i総Yよ

るもの兵 7JIJy主流ii',:L, 二jl三代行契約士￥：iぶ ｝ ',; "',,; l 

イントヰiii'{Jc 1li J諮問題

1"1 (:'.J ff, ii；，縦装 ：， 州事仁、 d：米l晶子主主宇J名H;,, f也，-) 

lit 'J、tr-土門 h''-'' flJ ti ''.j配（配斗＇if（二〕 tニヅEuしと，
,t::¥':-fiJ;lrJ,. "1 たみよ［山：f，｝）先Jj'f川権主｜’l:, Lこ保証さずた

' C ，＼＇，こ戸そ l 怜Ji；小契約二〆パ／j川さ：' ／：かと〉泊、

,I, 11,,:fJ にじじ－ II' 'it l 、ち弘ご 3 iJ：、 LL七点、〉

、: J,i¥ Ii'，「ゑ干王，；

二1:::,c：』 ti／｛主10:; 197"1;;10]) 芸手Jl,,i。

(,l,'il) ITJ Z/399 slJ>r-, P-183; May‘P-2,-10 

(:-::;:.:) IT./ 1900 Jfay, p. 2H 

C,i 5:1、） nλf【）.＼ R《ゾ，οrtJr月－ thι，.＼ 
Dep，げtr日e孔1of 円rati只tiじ久， India, Rn・icw of the 

'J'rud《’ υノIndia,1904/5、Calcutta,190:i, P-13など（：

い y cl , ' f '' f ,: i':判7人市1い1品70,71 1:;9 }j （ノレ

: ¥l<OiRl 145/j, 90,191 195/j可 1900,'0l liti8Jj 

、壬！ず C

（仁三5,1) l-!;110.l R，アortfor the year 1900, p. 49. 
（’tL55'J HλfοA Repοrt _for the year 1901, pp 

71) 71 

(:1Sfi) l!M（λ司 Ref,01t jrJr the year 1902, p 

10li 

( ii57) !hid. 

( /; :0ド〉中＇i1介Ifl'// 'f.' ！， と＿，，，数J't,'1，二－－＇－＇て； tJ¥fehta, S 

D., Th,・ Indian Cotton Textile lndust1つ＇， An Eco 

nnmic Analγsis, TheTextile Association、Bombay,

1%:S, p. 12ti, 1Tahle A, , -, ：：「 (11I －日1;,,J」ι），，

〔付記l本科は19世紀伶半期のイ J ド柿業資本の展開

を資本，ヴJi動，「!JJ乱開怖問題の視ff)/p九有機的情
:u的に把搾することを：円的と Lて進めている研冗の
1111::J報告のうち，市場問題に関する部分を要約した

もの？ある。祇1¥1同の在日（t上． とくに市 I節ではH-fi,

i-1:J 1王川.ri•JI 用；土全凶作j ；こ｝；：1Jをせさるをえなか、た。

'j /if！允合 j止めるにあたり‘多くし円T:iヤか九t'l亘；な丈

j甘えを［汁覧させてL、fこだくとともに{T益なご教示主：n
てつ lI 本的｛ti協会，n堤茂氏，福井経却し東洋紡経

済！iff疋l')[c'〕ii旧道た氏からr，可［：＜：］書館の利用；こ陀L多

大のこ1弘々を件fこれまたザJ償協会所蔵の膨大な資料
C)?  fヲロ・ブド〆ム対影，日1象，焼！、j，手軽本に多

大の労をとられた当研究所図書資料部の平）｜｜栄一．

田村延夫．鈴木恒男，清水保，紡績協会との折衝に

あたられた花同紅たの各氏をはじめr-,1宍資料部の各

｛むこ改めて；架く感謝の；;tl'：を中 LlポえたL、子

U:L青山fぇ,J司，.仁剖：）

ヲI


	はしがき
	I 国内市場形成と手紡織工業の再編
	II 中国市場依存型蓄積の展開

